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僕の名前は浩―.小 学校4年生。長野県N市の郊外に住んでいます。僕の家

は山の近<にあり、森や軍原がた<さんあって、景り とてもしヽ んヽだ。だか

ら、近くにはベンションとか7.l荘なんかもた<さんあるよ。

家族は4人。おこうされとおかあさんとお姉ちゃん。お姉ちゃんは、中学校

1年生でもょっとうるさtヽだけど、伸はいいよ。

おとうさ畑ま、コンピューターのソフトを作っている。前は東京のコンピコ

ーター会社に勤めていたんだけど、僕が小さし■寺にこっちに住むことにしたん

だって。東京にいな<てもアンラインでf士軍ができるから、どこに住んでいて

もおんなじらし、ヽヽ だ。 「ザィタヮキンム」っていうんたよ。

こつちにいると、おとうさんの大好きな山登りとスキーと釣19がいつてもで

きるから、もう東京(3戻る見はなしヽって言ってる。
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僕の家には輸 3台ある。 1台 は4WDの RV車 で、た臨 にもあるふ1つ

うの車。山やスキーにはこれで行くんた。もう1台はお繊 ムの軽自動車。

ふつうの家はたいたいこの2台なんだt」ど、ほ<の写1=は、そのほか口d~<の

だぁし,rきなかっこt いヽ車/DYもう1台あるんた。

それが、ファイアパード1号。でも、この車は、本当は ぼ<んちのものじ

ゃな<って、市がたたて貸して<れてるんだ。ファイアプヽ―ドl号って名前

もかっこtttサど、スタイルもすごいんだ。医根の上に放水砲とサイレンがの

っていて、触さ白と赤の2巴 ツートンカラーって言うんだって。

2人乗りで、後うには水タンクがついている。車rA138v享ぃ鉄板ててきてい

て、タイヤガ大きくて運lr顎】立置が高いから、こrtlこ栞ると自分が強くなつ

たみたいな気がするんた。

運転席もかっこtヽ よヽ。籠線テレビ電話と放水砲のコントロールバネルがつ

いているんた。一人でも使えるtりど、二人で乗って、一人は運転、もう一人ガ

放水砲の操作をするのが一番tt らヽしい。そうそう、この車、電気で走るんた

よ。

なんでそんな0こい車/」・ぼくの家tこあるのかって?
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それtよ ぼ<の おとうさんが 「ファィP}ヽ一ド隊員Jに選まrtてぃるあ さ

エッヘン。

ファイアバード隊員って言うのょ、このあたりで火事 起ヽきたとき、この車

てかけつけて、放水砲を使って消火する役目を市長さんから頼まれている人の

ことなんだ。

もちろん、だれでもファイアパード隊員になれるわけじゃないょ。ぼ<の 小

学校には4人たけ。トシ君のおとうさんとマリちゃんのおとうさん。それから

ミキちゃんのおかあさん。N市では、たいたい一っの小学校に4人って決まっ

ているみな ヽ

ファイアバード隊員になれるのま、子供が小学生か中学生で、仕事をしてい

る場所が小学校の学区内にあることが原則なんだって。

隊員にな02き 、おとうさんでもおかあさんでもtt らヽしいけこ こうぃぅ

のが好きなのはやっばり級 が多いみたし、だけど、ミキちゃんのお旋

畑ますごいよ。 「大型特殊Jっ て免言午をま寺ってもヽるし、 「B級ライセンス」っ

てレースにてられる資格も持っているんだって。たからミキちゃんとこの 「フ

ァイア) ―ヽド4号」は、大型でタンクの水も 15ト ンも積んでいるんだ。ぼく

んちの 「ファイアパードl号」は3トンなのに。
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ファイアバード隊員になりたい人は、子供が小学生の1年生から3年生くう

いの時に応募して、5年から10鋼 琢員をやって、下の子供が中学校を卒業す

る頃に初 、と交代するのが理想らしt んヽだ。だけと、地1成によって希望者が

多い所と少ない所があるので、そうきちんとゃっているわけではないみたtヽ

ほくのイ主んでいるあたりはベン_/ョンなんかも多いから、おとうさんが家に

いる人が多いたう、たからファイアバード隊員の募集があると応募者が、多<

て毎回競争になるんだ。ぼくのおとうさんは、アマチコア無線とスキーのイン

ストラクターの資格を持ってt たヽのとtU岳赦助隊にも入っているんで選ばれた

らしいよ。

一度選ばれたら、ぼ<が中学校を事業するまてはファイアバード隊員ていう

れ¨ たって。

「消防団Jって言うのもあるよ。トシ君のおとうさんはファイアパード隊員

たけど、消防団にも入ってるんだって.ト シ君の家きずっと前からここに住ん

でいてリンゴ農園をやっているんだ。 「消防団に入って、村を守るのが本当の

男だ」つてトシ君のおとうさんはいつも言ってる。

うちのおとうさんも 「消防団に入らないかJってトシ君のおとうさんからさ

そわれているらしし1サど、ファイアパード隊員と山岳救aljFla員だけでもけっこ

う大変だから、どうしようか考えても`るらしし、
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ファイアノ1-ド隊員は、応募者が多<て選ばれるのがたいへんなんだけど、

消防団員の対ま若い人がなりたがらないんだって。トシ君のおとうさんなんか

一番苦いんだって言ってた。ここに前かっ住んでいた人たちで歓 ,肖防団まい

やだつて言う人が多いらしし、マリちゃんのおとうさんなんかもそうだょ.ト

シ君のおとうこ触ょ、 「若い人たちが多くなれま■.,るんだから、いやたなん

て言ってないで消防団に入らなきゃJっ て。ときどき二人で言t 合ヽいをしてい

る。おとうさなさ、 「仲良じどおしがギロンしているだけ」って言っているけ

こ

うちのあたりはまたいいけど、もっとLLの方に行<とたいへんらしいよ。消

防団員はけっこういるけど、お年寄りばかりなんで、火割こなってもホースを

持って走れないんだって。

だからそういう所は、けっきょくファィアノヽ―ド隊がたのららしいよ。ぼ<

のおじいちゃん<らいの人がファィアバード隊員になっているんだって。なん

だかイメージわかないけど、車こ乗って放水砲●肖火す711ぎttiから、お年寄

りでもだいじょぅぶなんだって言ってた。

おしい
,ゃ
んくらいの年の人でも、若い時にインペーダーゲャムってtiぅの

をやっていなから、放水砲のコントローJレ ネヽルを使拠 て簡単なんだっ

て。だけど、インペーダーゲームってぼ<ん ちのショーティングゲームに比べ

るとものすご<幼稚なんな あんなんで本当におもしうかったのかな税
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